




表 1 トリガージェネレータ&ディレイ新旧比較 

 立ち上がりやジッターが大きく改善しているほか、
運転モードに Internal Gate, External Gate, Interval が
追加された。Internal Gate では時間設定による運転
制御、External Gate では Inレベルの H/Lによる運転
制御、Interval では間引き運転制御が可能になった。 

特に間引き運転が可能になったことで、これまで不
可能だった 10Hz 未満の安定運転が、実質的に可能
になった。 

 

4.2 RF ドライバー 

旧 RF ドライバーは 30 年以上前に製造されてお
り、電子管で増幅する形式で 10 年ほど前のトラン
ス交換以来、電子管の交換頻度が下がり順調であっ
たが、3 年前のプリアンプの故障で修理の際、部品
の在庫がなく復旧に時間がかかったため、更新の機
会を窺っていた。新 RF ドライバーは半導体で増幅
する形式で、変調方式に従来のパルス変調にベクト
ル変調も追加した（図 6）。将来的にはベクトル変
調を利用した RF フラットトップの平坦化を目指す。
詳細を表 2 にまとめる。 

 

表 2 RF ドライバー新旧比較 

 

 最大出力が 650 W と小さくなっているが、クライ
ストロン（TV2022B）の動作には問題ない。また、
出力調整が入力 RF 電力とプリアンプゲインの 2 系

統となり、調整余地が拡がった。 

今後の展開 

モデュレータ PFN のコンデンサにはこれまで異
常はないが、約 25 年使用しており経年劣化が懸念
されるため更新を予定している。この更新が完了す
れば、モデュレータ周りの大型部品はほとんど更新
されることとなり、長期の運転に大きく見通しがつ
く。 
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 新（DG645） 旧（応用光研） 

振幅 5 V 

（0～5 V 可変） 

115 V 

立ち上がり <2 ns <20 ns 

ジッター <25 ps <300 ps 
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その他 タッチパネル操作
（(株)アイデン） 
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 新ドライバー 旧ドライバー 

増幅形式 パワートランジスタ 電子管 

最大出力
電力 

650 W×2 台 3 kW 

(2 系統に分割) 

出力調整 入力 RF 電力 

プリアンプゲイン 

高電圧 

変調方式 パルス変調 

ベクトル変調 
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出力分割 プリアンプ後 ドライバー増
幅後 

 

(a)新プリアンプ 

 

(b)新 RF ドライバー 

図 6 新 RF ドライバー 
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